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日本ヒートアイランド学会
Heat Island Institute International

本セミナーでは、 ヒートアイランド問題の理解に

役立つ初歩的 ・ 基本的な事柄を始めとして、 対策

技術や思想とその適用事例、 最新の研究状況に至るまで

を、 話題提供者を招いてわかりやすく紹介 ・ 解説していた

だき、 それをきっかけにして参加者間の意見交換を進め、

各活動を相互に盛り上げられるような場を提供致します。

イブニングセミナー開催のご案内

第 19 回イブニングセミナー
2007 年 12 月 14 日 ( 金 ) 18：00 ～ 20：00　立教大学池袋キャンパス

皆様のご参加をお待ちしています !

そもそも 「ヒートアイランド」 とは何なのか、 一体何が問題になっているのか、 「暑い」 とはどういうことなのかといっ
たベーシックな事柄を知る機会、 あるいは再確認する機会を提供したいと考えています。 また、 たとえば都市内の
樹木は熱環境緩和のみならず、 防火効果や癒しの効果、 地域の経済価値をも高める効果があるといった、 異な
る切り口からの知見を、 異分野の研究者間で共有する場ともなるようにと考えています。 そして、 " ざっくばらん " 
な交流を通して、 市民、 法人、 研究者、 行政担当者間の形式に囚われない接点を提供したいと考えています。

家事の合間、 学校帰り、 仕事帰りに、 周囲の方々をお誘い合わせの上、 普段着で気軽にお立ち寄りください。
堅苦しい雰囲気はなしにして、 会員同士の心のふれあいの場ともなるように企画しています。 セミナーは各回で話
が完結していますので、 ご興味のある回のみにご参加いただいても理解していただけるかと思います。 ヒートアイラ
ンド緩和技術や思想、 取組などの情報交換、 本学会活動へのご意見 ・ ご提案など、 参加の皆様からの自由なご
発言を歓迎します !

日時 2007年12月14日（金）　18：00～20：00

場所 立教大学 池袋キャンパス ４号館４４０８教室

参加費 2,000円（資料、茶菓込）　当日現金支払い

参加資格 日本ヒートアイランド学会会員

申込方法 本学会ホームページのイブニングセミナー参加申込みフォーム：
http://www.heat-island.jp/seminar/index.htmlより、必要事項を明記の上、お申込み
ください。

申込締切 2007年12月13日（木）　17：00

スケジュール

■18：00～19：00　  勉強会

話題提供者 ： 田井 文夫 （遮熱性舗装技術研究会＆保水性舗装技術研究会）
「暑い道からすずしい道へ、真夏の暑さをはね返せ
　～舗装技術からのアプローチ、保水性舗装と遮熱性舗装」
1)　舗装とは何か、舗装に求められる機能と性能について、まず説明します。

2)　環境への舗装技術からのアプローチについて、その現状を紹介し、環境への取り組みの現状と、ヒートアイ
　　　ランド対策としての保水性舗装と遮熱性舗装の位置づけを説明します。
3)　保水性舗装と遮熱性舗装とは、どんな技術であるか、現在どの程度普及しているか、実施例などを紹介し
　　　ます。
4)　保水性舗装、遮熱性舗装の効果、今後の課題などを報告します。

日本ヒートアイランド学会事務局
TEL：０３－５８２３－３５６３　E-mail：info@heat-island.jp
URL：http://www.heat-island.jp

お問い合わせ

■19：00～20：00　  質疑応答、交流会

　　政令指定各都市の全面積の5～20%は舗装されています。　舗装化は都市の熱容量（熱を貯蔵する能力）
の増大と水分蒸発面積の減少を招き、ヒートアイランドを助長する原因の一つになると言われています。　しか
し、交通や衛生の利便性、快適性などから、舗装抜きの生活はもはや考えられなくなってきています。　そんな
中でヒートアイランドを緩和すべく進化する舗装技術への疑問や期待に加え、都市の構造物がどうあるべきか
という根本的な思想なども含めて、勉強会の話題に係わる諸々の事柄を様々な分野の会員同士で自由に
語り合いましょう！



■セミナー会場（立教大学池袋キャンパス４号館４階４４０８教室）へのアクセス

JR山手線・埼京線・高崎線・東北本線・東武東上・西武池袋線・地下鉄丸ノ内線・有楽町線

「池袋駅」下車　西口より徒歩約７分
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